
 

 

   

                               

  

第
四
十
四
回
総
会
及
び
記
念
講
演
は
、

去
る
九
月
二
十
二
日
（
日
、
祝
日
）
午
後
二

時
よ
り
静
岡
市
葵
区
の
あ
ざ
れ
あ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
次
第
は
次
の
通
り
。 

 

一 

総
会 

（
一
）
議
長
選
出 

（
二
）
会
務
報
告 

（
三
）
研
究
誌
報
告 

（
四
）
会
計
報
告 

（
五
）
会
計
監
査
報
告 

（
六
）
新
年
度
役
員
選
出 

（
七
）
新
年
度
の
活
動
方
針 

（
八
）
新
年
度
の
予
算
審
議 

（
九
）
そ
の
他 

 

二 

記
念
講
演 

「
駿
府
政
権
と
外
様
大
名
」 

講
師 

三
重
大
学
名
誉
教
授 

藤
田
達
生
氏  

 

総
会
は
、
森
田
香
司
氏
の
司
会
に
よ
り
始
ま

っ
た
。
小
和
田
哲
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長

に
前
田
利
久
氏
を
選
出
し
、
右
記
の
次
第
に
し

た
が
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
議
事
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
掲
の
通
り
で
あ
る
。
午
後
三
時
か
ら
記

念
講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
五
時
に
散
会
し
た
。

記
念
講
演
の
要
旨
は
、
来
年
九
月
刊
行
す
る
研

究
誌
第
十
五
号
に
収
載
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

     

二
〇
二
三
度
会
務
報
告
・
研
究
誌
報
告
・
会

計
報
告
・
会
計
監
査
報
告 

一
年
間
の
例
会
十
回
で
計
一
二
三
名
（
平

均
十
二
・
三
名
参
加
）
→
昨
年
度
よ
り
七

名
増 

・
例
会
参
加
者
は
、
一
け
た
の
例
会
は
四

回
あ
っ
た
（
十
月
・
一
月
・
二
月
・
三

月
）
。 

・
書
評
会
が
で
き
た
。
（
二
月
） 

・
卒
業
論
文
発
表
会
は
で
き
な
か
っ
た
。 

（
三
月
） 

・
県
外
報
告
者
を
依
頼
で
き
な
か
っ
た
。 

・
幹
事
の
報
告
が
少
な
い
（
五
名
が
報
告
）
。 

・
会
場
は
な
ん
と
か
確
保
で
き
た
が
、
教
育

会
館
も
な
か
な
か
予
約
が
取
れ
な
い
。 

・
報
告
者
，
報
告
内
容
に
よ
っ
て
参
加
人
数

に
差
が
出
る
。 

・
報
告
内
容
は
，
中
世
五
、
近
世
五
で
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
た
。 

※
会
計
報
告
・
予
算
等
は
三
・
四
頁
に
掲
載

し
た
。 

会
報
の
発
行 

二
五
一
号
～
二
五
六
号
，

計
六
号
発
行
し
た
。 

 
歴
史
随
想 

第
二
五
二
号 

足
利
尊
氏
の
駿
河
国
得
倉

郷
寄
進
状 

 
 

 
 
 

 
 

廣
田
浩
治 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

                                                 

第
二
五
三
号 
「バ
ン
チ
ヤ
ア
国
」の
使
者 

 
 
 

 

小
川 

雄 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  

 
 

 
 
 

 
 
 
  

第
二
五
四
号 

 
『家
忠
日
記
』の
「御
家
門

様
」と
は
誰
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
多
隆
成 

             

第
二
五
五
号 

飯
尾
「
元
連
」
と
飯
尾
連

龍 
 
 

 
 
 

 
 

 

小
林
輝
久
彦 

 
 

 

 

例
会
の
開
催 

◆
十
月
例
会 

十
月
二
十
八
日 

 

静
岡
県
産
業
経
済
会
館
第
３
会
議
室 

(

四
名
参
加)

 

史
料
紹
介
浜
松
荘
入
野
郷
八
柱
神
社
棟
札 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

森
田
香
司
氏 

◆
十
一
月
例
会 

十
一
月
十
五
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館
地
階
Ｄ
会
議
室 

(

一
四
名
参
加)

 

松
平
信
康
は
い
つ
ど
こ
で
亡
く
な
っ
た
の

か
―
本
多
隆
成
氏
よ
り
の
ご
批
判
を
う
け

て
― 

 
 
 
 

 
 
 

 

高
橋
陽
介
氏 

◆
十
二
月
例
会  

十
二
月
二
日 

 

静
岡
市
歴
史
博
物
館
講
座
室(

一
七
名
参
加) 

近
世
に
お
け
る
駿
府
城
の
実
像 

 

増
田
亜
矢
乃
氏 

◆
一
月
例
会 

 
 

一
月
二
十
七
日 

静
岡
労
政
会
館
五
階
第
二
会
議
室 

(

八
名
参
加)

 

駿
府
・
清
水
の
米
蔵 

 
 

柴 

雅
房
氏 

☆第２５７号              ２０２４年１１月５日 

静岡県地域史研究会報 
     － 静 岡 県 地 域 史 研 究 会 －  

第
四
十
四
回
総
会
報
告 

小 和 田 会 長 挨 拶 



 

 

◆
二
月
例
会  

 

二
月
十
七
日 

三
島
市
楽
寿
園
内
郷
土
資
料
館
講
座
室

(
八
名
参
加)

 
『
近
世
後
期
宿
駅
運
営
と
幕
府
代
官
―
東
海
道

三
島
宿
改
革
仕
法
を
中
心
に
―
』
（
岩
田
書

院
、
二
〇
二
三
年
十
月
）
の
書
評
会 

 

書
評
者 

平
林
研
治
氏
・
三
宅
真
人
氏
・
南

隆
哲
氏 

◆
三
月
例
会 

 
 

三
月
二
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館(

八
名
参
加)

 

近
世
天
領
の
廻
米
制
度
に
つ
い
て
～
廻
船

差
配
人
の
動
向
を
中
心
に
～ 
柴
雅
房
氏 

 

◆
四
月
例
会 

四
月
二
十
七
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館
（
十
二
名
参
加
） 

近
世
三
島
宿
の
空
間
構
成
と
そ
の
特
徴
に 

つ
い
て 

 
 
 

 
 
 

 

平
林
研
治
氏 

◆
五
月
例
会 

五
月
二
十
五
日 

 

静
岡
市
歴
史
博
物
館
講
座
室(

二
〇
名
参
加) 

駿
河
の
戦
国
地
域
社
会
か
ら
み
た
今
川
氏 

 

廣
田
浩
治
氏 

◆
六
月
例
会 

六
月
十
五
日 

 

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
研
修
交
流
セ
ン
タ
ー
四
〇
三

会
議
室(

一
九
名
参
加) 

 

室
町
幕
府
奉
公
衆
浜
名
氏
の
基
礎
的
研
究 

 

小
林
輝
久
彦
氏 

◆
七
月
例
会 

七
月
二
十
二
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館(

十
三
名
参
加)

 

本
多
正
信
の
台
頭 

 
 

 

本
多
隆
成
氏 

 

  
 二

〇
二
四
年
度
役
員 

 

森
田
事
務
局
長
か
ら
新
年
度
役
員
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。 

顧 

問 

本
多
隆
成
（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
） 

会 

長 

小
和
田
哲
男
（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
） 

事
務
局
長
（
会
誌
査
読
） 

森
田
香
司
（
広
沢
小
） 

幹 

事
（
会
計
担
当
）
北
村 

啓 

 
 
 
 

（
清
水
桜
が
丘
高
） 

幹 

事
（
会
誌
担
当
）
厚
地
淳
司 

（
駒
澤
大
学
） 

幹 

事 

小
川
隆
司
（
島
田
高
） 

幹 

事 

前
田
利
久 

幹 

事 
 

柴 

雅
房
（
県
立
中
央
図
書
館
） 

幹 

事 
 

坪
井
俊
三 

（
浜
松
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
） 

幹 

事 
 

西
田
か
ほ
る
（
静
岡
文
芸
大
） 

幹 

事 
 

岡
村  

龍
男
（
豊
橋
市
立
図
書
館
） 

幹 

事 
 

小
林
輝
久
彦
（
浜
松
西
税
務
署
） 

幹 

事 
 

望
月
保
宏
（
放
送
大
学
静
岡
学

習
セ
ン
タ
ー
） 

幹 
事 

鈴
木
将
典 

（
静
岡
市
歴
史
博
物
館
） 

幹 

事 

貴
田 

潔
（
静
岡
大
） 

幹 

事 

今
村
直
樹
（
熊
本
大
学
） 

幹 

事 

三
宅
真
人
（
島
田
市
役
所
） 

会
計
監
査 

青
木
茂
久 

（
焼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

古
文
書
講
座
講
師
） 

会
計
監
査 

小
川 

勝 （
静
岡
古
城
研
究
会
） 

昨
年
度
よ
り
一
名
増
え
、
三
宅
氏
を
幹
事

と
し
た
。
ま
た
会
誌
査
読
担
当
の
名
前
は
、

査
読
の
公
平
を
期
す
た
め
、
外
し
た
が
、
査

読
は
複
数
で
行
う
。 

二
〇
二
四
年
度
活
動
方
針 

 

新
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
森
田
事
務

局
長
よ
り
次
の
よ
う
な
提
案
が
示
さ
れ
た
。 

〈
例
会
の
充
実
〉 

 

一
例
会
一
報
告
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
会
員
全

員
に
メ
ー
ル
登
録
を
依
頼
し
て
い
く
。 

年
間
十
回
の
例
会
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く
。

二
月
は
東
部
例
会
で
例
年
楽
寿
園
内
三
島
市
郷
土

資
料
館
を
お
借
り
し
て
い
る
。 

年
二
回
は
、
静
岡
市
歴
史
博
物
館
と
の
共
同
開

催
と
し
、
講
座
室
を
無
償
で
借
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
。 三

月
は
学
生
の
卒
業
論
文
発
表
会
の
予
定
。
例

会
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
例
会

報
告
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
他
地

域
に
も
報
告
者
を
要
請
し
、
多
角
的
な
視
点
や
最

新
の
研
究
成
果
の
研
究
報
告
を
進
め
る
。 

そ
し
て
、
最
新
の
研
究
成
果
や
他
地
域
の

研
究
者
に
積
極
的
に
声
掛
け
し
て
報
告
を

依
頼
す
る
。 

（
会
誌
第
十
五
号
の
発
行
） 

 

昨
年
同
様
、
会
誌
担
当
厚
地
氏
を
中
心
に
編

集
し
て
い
く
。
査
読
の
統
一
を
図
る
た
め
、
査

読
検
討
会
を
四
月
か
五
月
の
例
会
前
に
行
う
。 

（
会
報
の
発
行
） 

年
間
六
回
の
会
報
を
発
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

会
報
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
な
お
、
例
会
が

一
報
告
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
報
告
要

旨
が
少
な
い
と
紙
面
が
埋
ま
ら
な
い
の

で
、
報
告
者
は
今
ま
で
よ
り
多
く
、
十
五

字×

六
〇
行
～
九
〇
行
で
書
い
て
い
た

だ
き
た
い
。 

※
メ
ー
ル
登
録
の
お
願
い 

k
o
j
i
2
0
1
1
@
k
c
d
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p
 

受
け
取
り
次
第
、
森
田
の
方
よ
り
、
返
信

し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
会
報
及
び
例
会
案

内
通
知
葉
書
は
メ
ー
ル
で
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
十
月
二
十
日
現
在
で
、
会
員
の
登

録
者
は
七
五
名
で
す
。
未
登
録
の
方
は
右

記
森
田
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
メ
ー
ル

 

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

〈
会
費
納
入
〉 

 

昨
年
度
は
九
九
名
の
会
費
納
入
者
で
あ

っ
た
。 

二
〇
二
四
年
度
予
算 

 

新
年
度
予
算
は
北
村
啓
氏
か
ら
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
今
年
も
振
込
用
紙
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
振
込
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

〈
そ
の
他
〉
〈
来
年
度
総
会
つ
い
て
〉 

総
会
で
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
了
承
さ

れ
た
。 

 
 

 

来
年
の
総
会
に
は
記
念
講
演
を
依
頼

し
、
そ
の
分
野
は
近
世
史
と
す
る
。 

〈
他
の
研
究
会
と
の
交
流
〉 

 

今
ま
で
は
、
静
岡
県
近
代
史
研
究
会
の

み
と
の
交
流
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
度
よ
り

静
岡
県
富
士
山
遺
産
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

も
行
っ
て
い
る
。
必
要
な
情
報
等
は
会
報

に
掲
載
し
て
い
く
。 

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
〉 

 

鈴
木
将
典
氏
（
当
日
は
所
用
の
た
め
、
記

講 演 さ れ る 藤 田 達 生 氏 

mailto:koji2011@kcd.biglobe.ne.jp


 

 

念
講
演
時
か
ら
参
加
し
た
た
め
、
森
田
が

代
読
し
た
）
か
ら
紙
面
で
提
案
が
あ
り
、
了

承
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
一
年
間
か
け

て
準
備
し
て
い
く
。
開
設
し
た
際
に
は
、
会

員
へ
の
例
会
案
内
、
例
会
報
告
、
活
動
内
容

等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
見
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。
切
り
替
わ
る
際
に
は
会
員

に
周
知
す
る
こ
と
と
す
る
。
特
に
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
登
録
の
な
い
会
員
に
は
、
個
別

に
対
応
し
て
い
く
。 

〈
受
贈
図
書
一
覧
〉 

 

昨
年
度
は
受
贈
図
書
が
多
か
っ
た
の

で
、
こ
の
場
を
借
り
て
紹
介
し
、
お
礼
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

朝
比
奈
新
氏
『
荘
園
制
的
領
域
支
配
と
中

世
村
落
』
（
博
士
論
文
、
吉
川
弘
文
館
） 

『
東
海
の
中
世
史
』
１
～
５(

吉
川
弘
文
館) 

『
諸
国
往
反
の
社
会
史
』 

 

（
高
志
書
院
） 

『
領
主
層
の
共
生
と
競
合
』
（
高
志
書
院
） 

 

【
例
会
案
内
】 

☆
十
一
月
例
会 

十
一
月
二
十
三
日
（
土
、
祝
日
） 

午
後
二
時
～ 

あ
ざ
れ
あ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
五

階
第
１
会
議
室 

「
『
諸
国
往
反
の
社
会
史
―
東
海
道
中
世

史
研
究
１
―
』
（
高
志
書
院
、
六
六
Ｏ
〇

円
）
の
書
評
会 

本
書
の
紹
介 

貴
田
潔
氏 

書 

評 

者 

森
田
香
司
氏 

※

十
月
中
旬
に
発
売
さ
れ
た
も
の
で
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
ま
だ
手
に
入
り
に
く
い

も
の
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

こ
の
書
評
会
の
趣
旨
は
、
本
書
が
、
二
〇

一
九
年
に
富
士
市
・
静
岡
市
で
開
か
れ
た

中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
論
集
で

あ
り
、
駿
河
・
遠
江
・
伊
豆
三
国
に
触
れ

て
い
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
書
評
会

を
行
い
、
そ
の
論
点
を
会
誌
に
掲
載
す
る

こ
と
で
、
会
員
に
広
く
周
知
す
る
こ
と
で

す
。 

 

紙
面
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記

に
目
次
を
掲
げ
ま
す
。 

第
１
部 

行
き
交
う
人
と
物 

牧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
交
通
体
系 

供
膳
具
が
語
る
西
と
東
―
伊
勢
・
尾
張
・

三
河
― 

供
膳
具
が
語
る
東
と
西
―
伊
豆
・
駿
河
・

遠
江
― 

初
期
鎌
倉
幕
府
の
文
化
源
流
と
し
て
の
伊

豆
・
駿
東
地
域 

駿
河
湾
か
ら
広
が
る
塩
の
流
通 

中
世
後
期
の
東
海
産
陶
器 

生
産
と
流
通 

第
２
部 

宿
・
関
・
湊 

東
海
道
の
宿
と
遊
女 

都
鄙
間
に
お
け
る
陸
関
の
展
開
と
在
地
領

主
支
配 

道
・
宿
・
関
・
湊
の
実
像
を
ど
う
探
る
の
か 

中
世
寺
院
の
展
開
と
東
海
道
周
辺
の
支
配 

 

以
上
、
掲
げ
た
よ
う
に
、
二
部
構
成
で

十
本
の
論
文
集
と
な
り
ま
す
。 

事
務
局
よ
り 

① 

歴
史
随
想
の
募
集
・
研
究
報
告
の
依
頼 

幸
い
、
報
告
希
望
の
方
が
多
く
、
三
月
ま
で

は
報
告
者
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

三
月
は
卒
業
論
文
発
表
会
の
た
め
、
静
岡

大
や
静
岡
文
芸
大
に
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。
一
人
は
学
習
院
大
学
の
大
学
院
生
に
依

頼
し
て
あ
り
ま
す
。
幹
事
な
ら
び
に
報
告
希

望
者
は
小
和
田
会
長
も
し
く
は
事
務
局 

森
田
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

〈
事
務
局
連
絡
先
〉 

(

〇
九
〇
―
七
〇
二
三
―
〇
七
三
三) 

森
田
香
司 

② 

会
費
納
入
の
お
願
い 

 

会
報
に
振
り
替
え
用
紙
を
同
封
し 

ま
し
た
の
で
、
ま
だ
会
費
を
納
入
さ 

れ
て
い
な
い
会
員
は
納
入
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

③ 

な
お
、
本
年
度
の
例
会
日
及
び 

 

例
会
会
場
を 

四
頁
に
掲
載
し
ま 

し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
く 

れ
ぐ
れ
も
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
、 

ま
た
、
多
数
御
参
加
い
た
だ
け
る 

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

   

 

 

                

№ 科 目 予算額 決算額 対予算比 内    訳 

1 会場費 37,230 28,670    -8,560 

教育会館 11 月・3 月 4,100×2、4 月・7 月 3700×2/10 月

産業経済会館 4,850/1 月労政会館 3.980/2 月三島 0/6 月

アクトシティ浜松 4,240/12 月・5 月静岡市歴史博物館 0 

2 例会案内費 50,000 31,749   -18,251 会報郵送・葉書・切手等 

3 会報印刷費 25,000 7,555 -17,445 インク・コピー代等 

4 交通費補助 50,000 0   -50,000  

5 事務費  15,000   10,581 -4,419  コピー・封筒・通信費等 

6 総会費  115.000 84,086 -30.954 会場費、総会資料コピー、講師謝礼、テープ起こし等 

7 会誌編集刊行費 200,000 151,185 -48.815 13 号会誌（別冊歴史随想を含む）印刷・郵送・校正等 

8 予備費 715,770 0 -715,770    

  合計 1,208,000 313.786 -894,214   

２０２３年度静岡県地域史研究会決算書支出の部 



 

 

  

                       

      

            

   

 

   

          

    

         

№ 科 目 予算額 決算額 対予算比 内    訳 

1 繰越金  765,643 765,643      0 前年度繰越金 

2 会 費 432,000 396,000 -36,000 総会 30 名、例会 2 名、振込 59 名、過年度分 9 名分、合計 99 名  

3 書籍売上 10,000 1,000 -9.000 会誌 13 号 1 冊 

4 雑収入    357      0  -357  

5 合計 1,208.000 1,162,643 -45,357  

№ 科 目 本年度予算額 前年度予算額 対前年比 内    訳 

1 会場費 30,000 37,230 -7,230 
教育会館 5 回／アクトシティ浜松研修センタ

ー／あざれあを予定。10・1・2 月は無償 

2 
例会案内・

郵送費 
 50,000 50,000        0 会報郵送代・葉書・切手等 

3 会報印刷費 25,000 25.000        0 インク、コピー代等 

4 交通費補助 50,000 50,000           0 2・3 月例会（東京等遠方より） 

5 
会誌編集刊

行費 
200,000 200.000        0 １4 号会誌 印刷・郵送・校正等 

6 事務費 １5,000  15,000     0 コピー・封筒・通信費等 

7 総会費 115,000 115,000   0 会場費、総会資料コピー、講師謝礼等 

8 予備費 698,000 715,770 -17,770  ２０２３年総会記念講演(文字起こし等)、他 

  合計 1,.18,.000 1,208,000 -25,000   

№ 科 目 
本年度

予算額 

前年度

予算額 
対前年比 内    訳 

1 繰越金 848.857 765.643  83,214     

2 年会費 324,.000 432.000 -108,000 3,000×108 名(一人 3000 円へ引下げ) 

3 書籍売上 10,000 10,000 0 1,000×10 

4 雑収入 143 357 -214  

  合計 1,183.000 1208.000  -25,000   

 
繰越金          ８４８.８５７円 
（会計監査報告） 

 

２０２４年９月１４日 監査の結果、上記の通り相違ない 

ことを認めます。会計監査 小川 勝 青木茂久 

２０２４年度予算案支出の部 

２０２４年度予算案収入の部 
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 〔会費納入先〕 

北村啓気付ＴＥＬ090-4230-6530 

郵便振替口座 00880-3-63062 

年会費 3000 円) 

２０２３年度決算書収入の部  

今現在の予約状況（すべて土曜日です） 

１０月２６日 静岡市歴史博物館講座室依頼済 

１１月２３日 あざれあ第１会議室予約済 

１２月 ７日 静岡県教育会館地階D会議室予約済 

１月２５日 静岡市歴史博物館講座室依頼済 

２月２２日 沼津市立図書館4階第３講座室予約済 

３月 １日 静岡県教育会館地階D会議室予約済 

４月２６日 静岡県教育会館地階D会議室予約済 

５月２４日 静岡県教育会館地階D会議室予約済 

６月２１日 アクトシティ研修センター予約予定 

７月２６日 静岡県教育会館地階D会議室予約済 

 



 

 

                                    

                             


